





































































































































weekly Doc療法でTri- weekly Doc療法はFEC followed by Docで
ありFEC療法時はパロノセトロンが投与され、便秘の発現は10
名中、5名（50%）であったがTri- weekly Doc療法開始後は、8名
（80%）に認められた。DP療法は、グラニセトロンを使用しない
プロトコルにも関わらず便秘の発現は4名すべて（100%）であっ
た。添付文書では発現割合が低くても臨床の場においては変化す
ることがある。併用薬など予測因子を考慮し、抗がん治療開始前
には患者説明において適切なアドバイスをすると共に副作用に対
する予防策の検討をすることが重要であると考える。
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